
３次元情報とαシステムによるリアルタイム情報化施工の試験適用（その２） 

―運用概要とその利用方法― 
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１．はじめに  

 近年、IT 技術の急激な進歩とともに情報を集める技術は目覚しい進歩を遂げたものの、得られた情報の活 

用方法については有効に利用されているとは言いがたい状況にあることが指摘されている。 

 本報では、前報１）に引続き、NETIS の評価試験を兼ねた性能規定対応の「３次元情報とαシステムによる

情報化施工」（以下、当技術と称す）を試験適用した際の運用概要とその利用方法の一例を報告するものであ

る。 

２．システムの運用概要 

 図－１にシステムの利用モデルを、図－２にシステム 

利用の施工管理プロセスを示す。システムの運用概要は、 

以下のとおりである。 

(1) ３次元 CAD データの作成；予め設計図書の平面図・ 

断面図（２次元情報）を３次元データに変換する。 

(2) 施工計画の作成・登録；カスタマイズ版 3D-CAD 

が導入された管理用 PCにて、施工計画に従い、重機へ 

の施工指示データ（施工範囲、転圧回数等）を作成し、 

データベースサーバー（以下、DBサーバーと称す）に

登録する。 

(3) 施工計画データの取得；システムを搭載した各重

機は、施工範囲等の施工指示を、無線 LANを介して取

得し、定められた方法にて施工を行う。施工中も各重

機の施工データ（施工位置・転圧回数、密度情報等）

は無線により事務所側 DBサーバーに送信・登録される。 

(4) リアルタイム施工結果確認；完了後は、DBサーバ 

ーに登録された施工結果データを規定条件で抽出し、 

直ちに確認することができる。 

(5) 施工データの表示管理；DBサーバーデータは、一 

日に１回データ配信用サーバーと同期を取り、図－３の 

ような帳票を任意の場所にて出力できる。また、施工 

時に取得された膨大な施工データは、そのまま施工管 

理図書や竣工図書に利用できる。 

３．試験計測結果 

 当技術では地盤の振動締固め時の加速度データから 

「乱れ率２）」を介して地盤の密度が得られる３）。 

 キーワード 3D-CAD，GPS，加速度解析，情報化施工，フィルダム 

 連絡先   〒108-8502 東京都港区港南 2-15-2 品川インターシティＢ棟 ＴＥＬ03-5769-1322 

図－２ 施工管理プロセス例
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図－１ 利用モデル 

データ配信サーバー

（転圧回数，乱れ率管理）

インターネットを介した

データ配信・出力

データ通信

施工結果確認

転圧回数・出来形データなど

３Ｄプロダクトデータ

DBに
登
録
さ
れ
た
施
工
計
画
デ
ー

タ
取
得
し
、施
工
を
開
始

施
工
結
果
デ
ー
タ

転
圧
回
数
・締
固
め
度
デ
ー
タ

DBに施工計画データを登録

１．施工計画の作成・登録
Autodesk Civil 3D を利用して、
施工範囲を作成、規定転圧回数
などを指定。DBに登録。

４．施工データの表示管理
DBに登録された施工結果データ
を規定条件で抽出・表示を行う。

３．出来形品質管理
DBに登録された施工結果データを規定条
件で抽出し、CAD上で3D表示し、管理断
面別の進捗図や出来形図の作成を行う。

データベースサーバー

２．施工計画データの取得
DBに登録された施工計画を取
得し、施工を行う。施工時に取得
される転圧回数や加速度データ
を管理し、DBに登録。

データ配信サーバー

（転圧回数，乱れ率管理）

インターネットを介した

データ配信・出力

インターネットを介した

データ配信・出力

データ通信データ通信

施工結果確認

転圧回数・出来形データなど

施工結果確認

転圧回数・出来形データなど

３Ｄプロダクトデータ

DBに
登
録
さ
れ
た
施
工
計
画
デ
ー

タ
取
得
し
、施
工
を
開
始

DBに
登
録
さ
れ
た
施
工
計
画
デ
ー

タ
取
得
し
、施
工
を
開
始

施
工
結
果
デ
ー
タ

転
圧
回
数
・締
固
め
度
デ
ー
タ

施
工
結
果
デ
ー
タ

転
圧
回
数
・締
固
め
度
デ
ー
タ

DBに施工計画データを登録DBに施工計画データを登録

１．施工計画の作成・登録
Autodesk Civil 3D を利用して、
施工範囲を作成、規定転圧回数
などを指定。DBに登録。

４．施工データの表示管理
DBに登録された施工結果データ
を規定条件で抽出・表示を行う。

３．出来形品質管理
DBに登録された施工結果データを規定条
件で抽出し、CAD上で3D表示し、管理断
面別の進捗図や出来形図の作成を行う。

データベースサーバー

２．施工計画データの取得
DBに登録された施工計画を取
得し、施工を行う。施工時に取得
される転圧回数や加速度データ
を管理し、DBに登録。

 

転 圧 回 数 密 度 平 均 密 度 標 準 偏 差 合 格 率

回 t m 3 t / m 3 t / m 3 %

6 1 . 6 0

4 1 . 8 5

6 1 . 7 0 1 . 9 7 6 0 . 0 2 3 1 0 0 . 0

6 1 . 7 5

6 2 . 0 0

施 工 位 置 図  （ 平 面 図 ）

施 工 位 置 図  （ 断 面 図 ）

森 吉 山 ダ ム 提 体 盛 立 日 報 密 　 　 度

フ ィ ル タ

下 流 内 部 ロ ッ ク

上 流 内 部 ロ ッ ク

工 事 名 森 吉 山 ダ ム 本 体 建 設 第 1 工 事 （ 第 2 期 ）

計 測 結 果

請 負 者

施 工 日 2 0 0 5 年 1 0 月 2 9 日

大 林 ・ 間 ・ 五 洋 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

エ リ ア 名 称   エ リ ア 1 3 6 _ 3 号 機 (2 0 0 0 0 0 1 0 9 6 )

施 工 部 位

管 理 基 準 値 計 測 値 （ 終 了 時 ）

コ ア

外 部 ロ ッ ク

縦 断 図

勾 配

計 画 高

地 盤 高 179.495 175.029 170.563 166.098 161.764 157.594 153.616 149.616 145.663 142.996 141.700 141.701 141.701 141.699 135.468 127.469 119.469 115.702 115.673 113.451 111.229 108.879 107.715 105.665 103.138 98.294 93.933 93.854 94.282 96.676 99.296 101.912101.917 104.647 107.742 111.455 115.171 117.207 120.320 127.099 138.960 152.670 172.642 178.900

切 土 高

盛 土 高

累 加 距 離 0.000 20.000 40.000 60.000 80.000 100.000 120.000 140.000 160.000 180.000 200.000 220.000 240.000 260.000 280.000 300.000 320.000 340.000 360.000 380.000 400.000 420.000 427.246 440.000 460.000 480.000 500.000 506.070 520.000 540.000 560.000 579.962580.000 600.000 620.000 640.000 660.000 680.000 700.000 720.000 740.000 760.000 780.000 786.712

単 距 離 0.000 20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

7.246 12.75
4

20.00
0

20.00
0

20.00
0

6.070 13.93
0

20.00
0

20.00
0

19.96
2

0.038 20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

20.00
0

6.712

測 点 NO.0 NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 NO.5 NO.6 NO.7 NO.8 NO.9 NO.10 NO.11 NO.12 NO.13 NO.14 NO.15 NO.16 NO.17 NO.18 NO.19 NO.20 NO.21 +7.246 NO.22 NO.23 NO.24 NO.25 +6.070 NO.26 NO.27 NO.28 +19.962NO.29 NO.30 NO.31 NO.32 NO.33 NO.34 NO.35 NO.36 NO.37 NO.38 NO.39 +6.712

平 面 線 形 曲 率 図 R= ∞L =4 2 7.2 46 R= ∞L = 20 6.7 50

R =2 5 0. 00 0L =1 5 2.7 16

片 勾 配 す り 付 図 01020304010203040

D L = 9 0. 01:1 00 0

1:200

1 00 . 0

1 10 . 0

1 20 . 0

1 30 . 0

1 40 . 0

1 50 . 0

1 60 . 0

1 70 . 0

1 80 . 0

1 90 . 0

土木学会第62回年次学術講演会(平成19年9月)

-123-

6-062



・管理標高面での当技術によるデータ取得結果 

当技術においては、50cmメッシュ単位で施工データが取得さ 

れる。その取得されたメッシュ数からデータが取得できた面積が 

求められる。表－１に管理標高（各盛土材料の仕上がり面が同一 

となる標高）面での面積換算での取得データ面積率を示すが、概 

ね材料別平均で 90％以上の割合でデータが取得されている。また、 

日々取得されたデータから作成された管理標高でのデータ抽出の 

一例を図－４に示す。これらの図は関係者がWeb配信用 DBサー 

バーにアクセスして、簡単な操作で取り出すことが可能である。 

４．当技術の新たな利用方法について 

今回の適用現場では従来手法によるフィルダムの施工管理とし 

て、本工事着手前に試験施工にて決定した工法規定による施工管 

理を行うとともに、粒度・含水比を管理しながら密度管理にて品 

質管理が行われた。これに対して、当技術を利用することで、振 

動ローラにて締固め施工を行いながら、地盤の密度評価が面的に 

可能となる。一例として、図－５にある材料の１施工エリアを例 

に、転圧回数の増加に伴う合格率の推移を示す。ここで、合格率 

とは転圧した全メッシュ数に対する管理基準密度以上となったメ 

ッシュ数の割合を示すものである。図より、全施工エリアで同様 

な傾向が見られれば、転圧施工を行いながら管理基準密度に達し 

た範囲は順次転圧を終了し、基準密度に達していない範囲の施工 

へと移行していくが可能となる。 

したがって、当技術の利用は、 

施工効率の向上に繋がる可能性 

を秘めている。 

５．まとめと今後の課題 

 今回の試験計測結果より、当 

技術を用いることで、フィルダ 

ムの堤体盛土施工を面的に管理 

することができた。また、当技 

術の利用により施工効率の向上 

に繋がる可能性が確認された。 

ただし、当技術による密度評価の信頼性は、乱れ率と乾燥密度の較正式の相関関係に左右されることから、較

正式の設定時に注意が必要である。今後の課題は、当技術導入時にイニシャルコストがかかるため、面的に取

得できる各種データの維持管理等への有効利用や付加価値をつけたデータ処理方法を検討し、発注者・施工者

双方にとってメリットのある技術へと発展させていきたいと考える。 
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外部ロック 34,648 31,949 92.2%

コア 96.8%
フィルター 95.2%
外部ロック 90.1%

材料別取得
データ面積
率平均

166m

169m

172m

表－１ 当技術による試験データの取得率
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図－４ データ抽出表示例

転圧回数の増加に伴う合格率の推移密度表示

凡 例

（単位：t/m3）

図－５ ある施工エリアの転圧回数に伴う合格率の推移 
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